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交
通
機
開
講
の
交
通
論
に

於
け
る
地
位

小

島

昌

太

郎

一

交
通
機
關
論
の
意
義

一

二

交
通
機
關
論
の
特
質

=

交
溢
機
關
論
の
重
要

圏

交
通
機
関
論
の
意
義

私
は
本
誌
前
號
に
於
て

「
交
通
の
意
義
ご
交
通
論
の

問
題
』
を
論
じ
て
、
交
通

ξ
云
ふ
言
葉

に
は
二

つ
の
意

義
あ
る
こ
ε
を
述

べ
、
其

一
は
人
ε
人
ε
の
間
の
総
て

の
動
的
關
係
、
即
ち
人
ε
人
ε
の
間

に
思
想
若
し
く
は

財
貨
を
授
受
す

る
關
係
を
意
味
し
、
其

二
は
人
、思
想
、

財
貨

の
三
者
が
場
所
的
移
動
を
な
す
を
意
味

ず
る
こ
ご

を
説
明
し
、
且

つ
此

の
二

つ
の
意
義
は
本
末
の
関
係

に

在
れ
こ
も
、
廣
狭

の
關
係
に
在

る
も
の
に
非
ざ
る
こ
ご

を
述

べ
、
而
し
て
交
通
論
な
る
も

の
は
こ
の
第
二
の
意

義

の
交
通
を
研
究
謝
象

ご
な
す
も

の
、
特
に
交
通
機
關

雑

録

交
通
機
關
論
の
交
連
論
に
於
げ
る
地
位
.

,を
利
用

す
る
そ
れ
を
研
究
対
象
ε
な
す
も
の
な
る
こ
ε

を
説
明
し
た
。
か
く
て
交
通
論
は
其
本
質
上
の
問
題
ε

し
て
は
、
大
膿
、
交
}填
機
關
論
、
交
通
事
業
論
、
交
通

政
策
論

の
三
部
門
よ
り
成

る
も

の
な
れ
ビ
も
、伺
之
に
、

交
通
勢
働
問
題
ε
交
通
保
険
論
ざ
が
附
鳥
し
得

べ
き
も

の
な
る
こ
ε
を
も
亦
併
せ
説
明
し
て
置
い
た
。
よ
り
て

私
は
藪
に
前
論
を
承
け
て
、
交
通
機
関
論
な

る
も

の
〉

交
通
論
に
於
け
る
地
位
を
略
説
し
や
う
ε
思
ふ
。

抑
も
　父
通
機
關
ε
一万
ふ
は
、
前
論
に
も
輸
娼
べ
置
き
た

る
が
如
く
、
人
や
思
想
や
財
貨
が
場
所
的
移
動
を
な
す

を
封
…助
す
る
設
備
で
あ
っ
て
、
之
に
は
静
的

(若
し
・く

は
不
動
的
)
の
も
の
ざ
、
動
的
〔若

し
く
は
可
動
的
)
の

も

の
蓬
が
あ
る
。
道
路
、
橋
梁
、
隧
道
、
停
車
場
、
鐵

蓮
線
路
、
港
潜
、
運
河
、
航
室
機
飛
揚
着
陸
楊
、
電
信

線
路
.
電
信
局
、
電
話
線
路
、
電
話
交
換
局
、
郵
便
局

等
は
静
的

の
交
通
機
關
で
あ

っ
て
、
船
舶
、
鐵
道
列
車
、

電
車
、
自
働
車
、
自
輔
車

、
運
搬
車
、
権
、
航
空
機
等

,

は
動
的
の
交
通
機
關
…で
あ
る
。
こ
の
動
的
交
通
機
關
…は

又
特
に
之
を
運
送
機
関
ε
も
云
ふ
。

此
等
静
的
及
.ぴ
動
的
の
交
通
機
關
に
閲
す

る
研
究
は

第
+
魯

(第
三
號

=
一=

)
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九
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亀

ヒ

」

雑

録

交
逓
機
開
講
の
交
通
論
に
於
け
る
地
位

凡

そ
二
種

に
分

つ
こ

ご
が
出
来

る
。
其

一
は

こ

の
交

通

機
闌
な
る
も

の
を
構
成
す

る
物
質
的
材
料
の
一

動
的

交
通
機
關

に
就
き
て
は
更

に
其
動
力
の
1

物
理
的
性

質

の
方
面
よ
り
見
て
.

如
何
な
る
物
質
を

材
料

に
用

み
て
之
を
構
成
し
、
如
何
な
る
構
造
を
之
に
與
ふ
る
ε

き
は
1

且
つ
動
的
交
通
機
關
の
場
合
に
は
、
如
何
な

る
動
力

に
よ
り
て
之
を
動
か
す
ε
き
は
1

一
定
の
自

然
條
件

の
下
に
於
い
て
、
最
良

の
能
率
を
現
は
す
こ
ご

を
得

る
か
、
ε
云
ふ
見
方
よ
b
す

る
研
究
で
あ

る
。
共

二
は
交
通
機
闌
な
る
も

の
を
以
て
、
肚
會
の
富
、
國
家

の
富
、
個
人
の
富

の
増
殖
に
貢
献
す
る
所

の

一
用
具
ε

認
む
る
見
地
よ
り
、

【
定

の
砒
會
條
件

の
下
に
於

い
て

は
、
如
何
な
る
型
の
も
の
を
用

ゐ
、
如
何
な
る
配
列
に

設
備
し
、
如
何
な
る
規
律

の
下
に
運
用
す
れ
ば
、
生
産

の
隆
盛
-し
分
配
の
適
正
ご
を
期
す

る
に
於

い
て
、
真
数

果
最
も
人
な
る
こ
蓬
を
得
る
か
、
ε
云

ふ
見
方
よ
り
す

る
研
究
で
あ
る
。
前
者
は
即
ち
工
學
的
研
究
で
あ

っ
て

後
者
は
即
ち
経
済
學
的
研
究

で
あ
る
。
機
械
學
、
建
築

學
、
土
木
學
、
造
船
學
等
に
於

い
て
交
通
機
關
を
研
究

す

る
は
前

の
方
法
に
よ
り
、
わ
が
交
通
論
に
於
い
て
交

第
十
岩

(第
三
號

=
二
二
)

四
四
〇
.

通
機
關
を
研
究

ず
る
は
、
盲

ふ
迄

も
な
く
、
後

の
方

法

に
よ

る

の
で
あ

る
。

か
く

の
如

く
↓
均

し
く
交

通
機
闌

な

る
も

の
を
研
究

す

る
に
も
、

工
學
的

立
場

を

ε
る
ざ
脛

濟
學

的
立
場

を
.

ε

る
ε

に
よ
り

て
、

其
研
究

の
態
度

を
異
に
す

る
の
で

あ

る
が
為
併

し
何
れ

の
立

場
を

ご
る
に
も
.せ
よ

馬
そ

の

研
究

す

る
所

の
交
連

機
闌

な

る
も
の
が

、
今

如
何

な

る

構
成

に
於

い
て
在

り
、
如
何

な
る
種

類

に
分
れ
居

る
か
馬

具

現
状
を
審

か
に
す

る
必

要
あ

る
黙

に
於

い
て
は
二
者

艦

全
く
同
様

で
あ

る
。

蓋
し
、

工
學
的

改
良
を
考
案
す

る

に
も
、
経
済
學
的

利
用
を

工
夫

す

る
に
も
、

そ

の
現

在

の
構
.成

を
審

か
に
せ
ざ

れ
ば
共

に
不
可
能

で
め
る

か
ら

で
あ

る
。
故

に
現

に
有
り

の
儘

の
姿

を

=
通
り
審

か
に

す

る
ε
オ
ふ
手
縮

を

ε

る
段

に
於

い
て

は
、
わ
が
交

通

論

に
於

い
て
な

す
所
…も

、
工
學
的

研
究

に
於

い
て
な
す

所
…も
、
共

に
殆

ご
何
等

の
攣

り
は
な

い
。
ロ
バ
、
工
墨
・的

研
究

に
於

い
て
は
、
現

に
有

り

の
儘

の
姿
を
審

か
に
す

る
こ
ご
、
そ

の
こ
ε
が
取

も
直

さ
歩

そ

の
物

理
的
性

質

を
闡

明
ず

る
所
以

で
あ

っ
て
、
而
し

て
之
を
審

か
に
す

る
こ
ε

の
精

密

な
る
程

、
そ
れ
だ
け
工
學
的

改
頁

の
鯨

画



量

地
ε
方
法
と
を
爽
見
す
る
可
能
が
人
な
る
の
で
あ
る
か

ら
、
現
状

の
解
明
は
分
析
的
解
剖
的

な
る
を
頁
ε
す

る

の
で
あ
る
ゆ
併
し
、
わ
が
変
通
論

に
於

い
て
、
交
通
機

關
の
現
飛
を
審
か
に
せ
ん
ざ
す
る
は
.
只
そ
の
脛
濟
的

性
質

ε
能
率
ξ
を
知

b
得
る
の
程
度
を
以
て
足

る
の
で

あ

っ
て
、
そ
れ
に
は
分
析
的
解
剖
的
研
究
を
要
せ
す
、

概
観
的
研
究
を
以
て
足

る
の
で
あ

る
。
故
に
経
済
學
的

研
究

に
於

い
て
も
、
工
學
的
研
究
に
於

い
て
も
、
交
通

機
關
探
る
も
の
＼
現
在

の
構
成
を
審
か
に
す

る
必
要
あ

る
黙
に
於

い
て
は
、

二
者
同
様
で
あ
る
が
、

之
を

審

サ

.
か

に
す

る
の

程
度

に
精

粗

の

差

あ

る
は

言

ふ
迄

も

な

い
c

「

二

番
　通
機
關
論
の
特
質

前
述

の
如
く
、
、交
連
論

に
於
.い
て
交
連
機
關

の
構
成

を
研
究
す
る
は
、
そ
れ
を
以
て
肚
會
の
冨
、
国
家
の
富

個
人
の
富
の
増
殖
に
貢
献
す
る
所
の

一
用
具
ε
認
む
る

見
地
よ
り
、

一
定
の
勅
會
條
件
の
下
に
於

い
て
は
、
如

何
な
る
型

の
も

の
を
用
ゐ
、
如
何
な
る
配
列
に
設
備
し

如
何
な

る
規
律
の
下
に
運
用
す
れ
ば
、
生
産

の
隆
盛

蓬

分
配
.の
適
正
・こ
に
資
す

る
に
於

い
て
、
真
数
黒
鼠
も
大

雑

録

炎
逼
擬
闘
論
の
交
通
論
に
於
け
る
地
位

な
る
を
得

る
か
、
を
決
定
せ
ん
こ
す

る
に
在
り
て
、
そ

が
爲
め
に
は
、
工
學
的
研
究
に
於
け
る
ε
同
様
に
、
先

づ
交
通
機
關

の
現
在

の
構
成
を
審
か
に
し
其
種
類
を
分

別
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
現
在
の
構
成

を
審
か
に
し
且

つ
其
種
類
を
分
別
す

る
こ
ご
が
、
即
ち

藪

に
述
ぶ
る
交
通
機
關
論
な
る
も
の
＼
職
務
で
あ
る
。

而
し
て
交
通
機
關
論
に
於

い
て
研
究
さ
れ
た
る
所
を
基

礎
ε
し
て
、
前
述

の
、

一
定
の
肚
會
條
件
の
下
に
於
い

て
は
如
何
な

る
型
の
も

の
を
用

ゐ
、
.如
何
な

る
配
列
に

設
備
し
、
如
何
な
る
規
律
の
下
に
運
用
す
れ
ば
、
肚
會

の
富
、
画
家

の
富
、
個
人
の
富
を
増
殖

す
る
上
に
於
い

て
、
其
敷
果
最
も
大
星
る
を
得

る
か
、
ε
云
ふ
こ
ご
を

研
究
す
る
は
、
交
通
論
の
中
に
て
も
交
通
事
業
論
に
属

す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
交
通
機
關
論

の
問
題
で
は
な
い
。

ぞ
は
交
通
事
業
論
が
交
通
現
象

に
關
す

る
脛
濟
原
理
を

闡
明
す

る
に
當
b
て
取
扱
ふ
所

の
も
の
＼
中

の

「
問
題

で
あ
る
。
叉
、
具
騒
的
な
る
残

る
紬肌
會
條
件
の
下
に
於

い
て
、
そ

の
肚
會

の
富
、
國
家

の
富
、個
人
の
富

の
増
殖

に
貢
献
す
る
に
は
、
換
言
せ
ぱ
、
生
産

の
隆
盛
ご
分
配
.

の
滴
}正
ざ
に
～貢
す

る
に
は
、
か
く

の
加
㎜き
型
の
交
通
機

第
十
巻
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、雑

録

交
通
機
開
講

の
交
通
論

に
於
け

る
地
位

關
を
採
用
し
、,
か
-
の
如
き
配
列
に
篤

し
、
若
し
⊥

は
か
一
の
如

き
規
律

の
下
に
運
用
す
る
こ
ご
が
、
最
も

適
當
な
り
ε
認
定
し
て
、
或
は
権
力
關
係
の
下
に
強
制

的
に
、
或
は
利
害
關
係
の
下
に
任
意
的

に
、
凡
そ
交
通

一

機
關
を
提
供
す
る
公
私
の
企
業
を
し
て
之
に
撮
ら
し
め

ん
こ
ε
を
期
す

る
は
、
之
れ
交
通
論
の
中
に
て
も
亦

、

変
通
政
策
論
L
於

い
て
取
扱
ふ
所
で
あ

っ
て
、
即
ち
交

通
機
關

に
謝
す

る
政
策
ε
云
ふ
題
目
の
下
に
論
憧
ら

る

る
所

の
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
か

、
る
問
題
も
亦
こ
の

.
交
連
機
關
論

に
於

い
て
は
取
扱
は
な
い
の
で
あ
る
。
交

通
槻
關
論
は
、
前
述

の
如
く
、
只
交
通
機
關
の
現
在

の

構
成
を
審
か
に
し
、
且

つ
其
種
類
を
分
別
す
る
に
在
り

て
、
而
し
て
之
に
よ
り
て
支
道
論
を
組
成
す
る
他

の
二

部
門
た
る
交
通
事
業
論
ε
交
通
敬
.策
論
…ε
に
、
研
究

の

基
礎
を
供
給
す
る
に
在

る
。

交
通
機
㎜画
論
…の
』戦
だ
す

る
所
は
亦
¢
通
機
關
剛
な
る
も

の

の
構
成
現
猷
を
明
か
に
す
る
に
在

る
の
で
あ
が
、
そ
の

之
を
明

か
に
す

る
は
、前
述
の
如
く
、
一
定
の
砒
會
條
件

の
下
に
於

い
て
は
、
如
何
な
る
型

の
も
の
を
如
何
な
る

規
律
の
下
に
如
何
な
る
配
列
に
於
い
て
運
用
す
る
こ
ε

第
+
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が
、
生
産
の
隆
盛
ε
分
配
の
適
正
ε
に
資
す

る
所
以
な

る
か
を
研
究
す
る
の
基
礎
を
供
給
す
る
に

在

る

を

以

て
、
現
状
を
審
か
に
す

る
ε
云
ふ
も
、
輩

に
文
字
通
り

の
現
状
に
拘
泥
す

る
に
て
は
未

だ
其
職
を
鑑

し
た
る
も

の
・ト)言
ふ
こ
ご
を
得
な
い
。
必
ず
や
歴
史
的
に
研
究
し

て
、

]
々
の
歴
史
猷
態
の
下
に
在
り
て
は
、
、換
.冒
せ
ば

攣
遷
し

つ
、
あ
り
し

一
々
の
肚
會
條
件
の
下

に
在
り
て

は
、
加
㎝何
な
る
型
、
如
何
な
る
配
列
、
加
㎝何
な
る
規
冠律

が
行
は
れ
た

る
か
、
而
し
て
そ
れ
ら
の
型
、
配
列
、
規

律
が
次
第
に
攣
遷
し
て
今
日
に
及
び
た
る
は
各
々
如
何

な
る
肚
會
條
件
の
璽
化

に
順
慮
し
π
る
も
の
な
る
か
、

ε
云
ふ
ご
ε
を
も
明
か
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら

阻
。
こ
の

歴
史
的
研
究
な
る
も
の
は
、
工
學
的
に
交
通
機
關
を
研

究
す

る
場
合
に
は
左
程
重
要
な
る
も
の
で
は
な

い
が
、

経
済
學
的
に
研
究
す
る
場
合
に
は
甚
だ
重
要
な
の
で
あ

っ
て
、
、而
し
て
純
濟
學
的
研
究
の
、
即

ち
交
通
論
に
於

け
る
交
通
機
關
論
の
特
質
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
故
に

交
通
柵慨
開
講
な
る
も
の
は
、
正
確

に
山=ロ
へ
ば
、
交
通
機

.

關
獲
達
の
沿
革
を
尋
ね
て
其
現
在
の
構
成
を
明
か
に
す

る
所
の
研
究
で
あ

る
。

臼「
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交
通
機
關
論
の
重
要

交
通
機
関
論
の
意
義
及
び
そ
の
特
質
は
右
に
述
ぶ
る

が
如

く
で
あ
る
。
然
ら
ば
既
に
交
通
論
な

る
も
の
が
、

交
通
機
関
を
利
用
す

る
所
の
交
通
を
研
究
す
る
も

の
な

る
こ
ε
を
、
本
誌
前
號
に
載
せ
セ
る
私
の
説
明
に
よ
り

て
理
解
さ
れ
た
る
護
者
に
は
、
こ
の
交
通
機
關
の
獲
達

を
尋
ね
そ
の
現
状
を
明
か
に
す

る
こ
ご
を
以
て
目
的
蓬

ナ
る
所
の
交
通
機
關
論
な

る
も
の
が
、
交
通
論
の
中
に

.

於

い
て
主
要
な
る

一
部
門
を
成
す
も

の
な

る
は
、
最
早

や
呶
呶
た
る
説
明
を
要
せ
申
し
て
明
か
な

る
所
で
あ
ら

う
。
抑

も
交
通
の

穫
達
を

研
究
す

る
交
通
史
に

於

い

て
、
そ
の
歴
史
的
時
代
を
劃
す

る
断

の
も

の
は
、
如
何

な
る
も
の
が
交
通
電
し
て
現
は
れ
た
る
か
ξ
云
ふ
こ
巴

を
以
て
す
る
の
で
は
な
く
て
、
如
何
な
る
変
逼
機
關
が

存
在
し
π

る
か
一こ
舌
ふ
ご
ε
を
以
て
す

る
の
で
あ
る
。

之
れ
交
通
史
ε
し
て
は
、

「
見
本
末
顛
倒

の
槻
な
き
に

非
ざ
れ
こ
も
、
併
し
能
く
事
の
性
質

に
顧
み
れ
ば
、

一

時
代
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
交
通
機
關
は
、
實
は
其
塒
代
の

交
通
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
所
の
尺
度

で
あ

っ
て
、
吾

々
は
其
時
代
の
交
通
機
關
の
構
造
を
知
る
こ
ε
に
よ
り

・難

簸

交

通
機
關
論
の
交
通
論
に
於
け

る
地
位

て
、
直
ち
に
其
時
代
の
交
通
が
如
何
な
る
分
量
の
も
の

で
あ
b
、
且

つ
如
何

な
る
方
法
に
よ
り
て
行
は
れ
た
る

か
を
推
知
し
得
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
天
龍
川
を
渡
る

に
雲
助
の
肩

に
よ
り
な

る
時
代
ご
、
渡
船
の
用
ゐ
ら
れ

た
る
時
代
ご
、
鐵
橋
が
架
り
汽
車
の
蓮

じ
た
る
時
代
ご

ヒ

あ
る
を
知
ら
ば
、
之
に
よ
り
て
東
海
道
の
交
通
量
が
如

何
な
る
攣
遷
を
な
し
た
る
か
、
叉
如
何
な
る
種
類
の
も

の
が
此
通
路
に
於

い
て
輸
送
せ
ら
れ
た
う
か
を
推
知
す

る
こ
ε
が
出
来

る
。
故

に
交
通
磯
關

の
攣
邉
を
以
て
山父

通
史

の
時
代
を
劃
す

る
は
極

め
て
適
當
な
る
尺
度
を
以

て
匠
切
り
を
附
け
る
の
費
あ

っ
て
.
必
事
し
も
本
末
顛

倒
の
論
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
而
し
て
か
く
交
通
機
關

を
以
て
交
通
そ
の
も
の
、
尺
度
ご
看
做

し
得

る
は
、
交

通
の
獲
達

は
交
通
機
關

の
獲
達
に
蟻

つ
に
非
ざ
れ
ば
到

底
現
實

に
現
は
れ
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ば
肚
曾
事
情
が
愛
遷
し
経
済
状
態
が
獲
達
し
て
、

交
通
の
種
類
及

び

分
量

が
増
加
す

る
の
機
運
に
向
ひ

た
る
ざ
き
は
、
必
か
蕾
【來
の
交
通
機
關
…に
代

る
研
…の
新
…

た
な
る
交
通
機
關
を
必
要
ぜ
す
る
も

の
で
あ

っ
て
、
こ

の
新
た
な

る
交
通
機
關
が
生
れ
ざ
る
限
り
、
増
加
せ
ん

第
+
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交
通
擬
闘
論
の
交
通
論
に
於
げ
ろ
地
位

と
す

る
交
通
も
増
加
す

る
こ
ご
を
得
宇
、
そ
の
生
る
、

に
至

っ
て
初
め
て
能
く
増
加
す
る
ζ
嬉
を
得

る
の
で
あ

る
。
而
し
て

一
度
新
な
な
る
交
通
機
關
が
世

に
生
れ
出

つ
る
ε
き
は
、
之
に
よ
り
て
更
に
耽
會

の
交
通
を
誘
撰

し
、
纒
濟
事
情

に
攣
化
を
生
ぜ
し
め
、
從
っ
て
叉
交
通
量
.

の
増
加
を
來
レ
、
軈
て
再
び
新
た
な
る
交
通
機
關
を
必

要
ε
す

る
に
至
る
も
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
過
去
に
於
け

る
交
通
獲
達
の
泌
を
明

か
に
す
る
に
は
、
者
時
代

に
用

ゐ
ら
れ
た
る
交
通
機
關
を
審

か
に
す

る
を
要
し
、
將
來

に
於
け
る
交
通

の
鞍
【展
を
察
す
る
に
は
、
現
ぬ仕
用
ゐ
ら

れ
居

る
交
通
機
關
が
今
如
何
な
る
進
化
の
方
向
を
辿
り

つ
、
あ
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
更

に
之
を

一
國

一
地
方
ε
他
園
池
地
方

ξ
の

比
較

に
於

い
て
見

る
に
、
優
秀
な
る
交
通
機
關
を
有
す

る
固
文
は

地
方
は
、

劣
等
な

る
交
通
機
關
を

有
す
る

固
文
は
地
方
に
比
し
て
、
そ
の
交
通
猷
態
遙
か
17
良
好

.

に
し
て
、
從

っ
て
叉
脛
濟
事
情
も
優
越
の
地
位
に
在
る

こ
蓬
を
得

る
。
故

に
若

し
或

一
國
が
新
た
に
優
秀
な
る

づ

交
通
機
關
を
保
有

し
て
国
際
交
通

の
競
争
場
裡
に
出
現

し
来
た
る
ε
き
は
、
茜
來
の
劣
等
な

る
交
通
機
關
を
保

第
十
巻
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有
す

る
國
は
、
直

ち
に
劣

敗
者

の
地
位

に
陥
り
、
蕾

に
國

際

交

通

の
上

に
於

い
て
其
勢

力
を
失

ふ
に
止
ま

ら
季

、

叉
掛
外
貿
易

の
上

に
於

て
有

す

る
地
歩

を
も
失

ふ

に
至

る
こ

ε
敢

て
珍
ら
し
く
は
な

い
。
嘗

て
第
十
九
世
紀

の

中
葉

、
既

に
造

船
材
料

ε
し
て
は
鐵

が
用

ゐ
ら

れ
、
推

進
動
力

亡
し
て

は
蒸

気
機
關

が
用

ゐ
ら

る

、
に
至
b

セ

り

ε
雌

も
、
そ
が
未

だ
世

の
信

用
を
博

す

る
に
至
ら
す

.

し

て

一
般

に
用

ゐ
ら
れ

ざ
り
し

ビ
き
、
英
吉

利

は
術
中

世

の
職
艦

が

一
般

に
ε
ゲ
投
り

し

カ
ラ
ッ
ク

(8
「「箇
降

)

型

ε
大
差
な

き
帆
船

に
よ

り
て
海

上
貿
易

に
従
事

し
居

り
た

る
に
、
北
米
合
衆

國

に
於

い
て
は
、新

だ

に

ソ
ッ
プ

(ω三
で
)
型

の
帆
船

に
政
一艮
を
加

へ
、

軽
快

な
る

ク
リ
ッ

パ
ー
(。=
階
段
)
型

の
船

を
以

て
海
上
交

通
場
裡

に
現

は

れ
來
り
し
爲
め
、
支
那
印
度
を
初

め
渚
こ

其
他

一
般

の

海
上
貨
物
は
、
楡
逡
期
間
短

く
運
賃
安
き
亜
米
利
加
船

に
吸
取
せ
ら
れ
、
其
結
果
、
英
吉
利
は
曹
に
海
上
交
通
の

優
越
を
害

せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
す
、
其
掛
外
貿
易
ま

で

一
時
衰
退

の
状
を
呈
し
な
こ
ざ
が
あ
っ
た
。
然

る
に

こ
の
後
文
幾
許
も
な
く
、
英
吉
利
が
そ
の
建
造
上
有
利

の
地
位
に
在
b
し
鐵
蒸
汽
船
が
、
次
第
に
世
界

の
.一
般
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的
信
用
を
博
す
る
に
至
b
て
、
海
上
交
通
上

の
優
越
は

再
び
英
吉
利
の
手
に
露
し
、
世
界
海
上
貨
物

の
孚
量
は

其
団
旗
の
下
に
鹸
…逸
せ
ら

お
、
こ
己

、
な
り
、
「
不
測
顛

は
海
洋
を
支

配
す
」

る
こ
ε
、
な

っ
た
。
か
く
の
如

き

は
交
通
機
關

の
優
劣
が
直
ち
に
交
通
上
の
優
劣
を
伴
ひ

来
る
こ
ε
を
示
す
好
事
例

で
あ

っ
て
、
又
以
て
交
通
機

關

の
嶺
蓮
　饗
痩
が
交
通
そ
の
も
の
Σ
獲
達
愛
遷
の
原
動
.

力

こ
し
て
極
め
て
重
要
税
す

べ
き
も
の
な
る
こ
ピ
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

右
に
述
ぶ
る
が
如
く
、
交
通
の
獲
達
は
交
通
機
關

の
.

.

獲
達
を
挨

っ
て
初

め
て
現
は
れ
得

る
も
の
な
る
ε
共
に

交
通
機
關
な

る
も
の
は
交
通
そ
の
も
の

㌧
愛
遷
を
推
知

の

ず

べ
き
尺
度
で
あ

っ
て
、
且

つ
優
秀
な
る
交
通
機
關
を

保
有
す
る
ざ
否
ε
は
、
国
際
競
争
上
に
於
け
る
勝
敗
を

分
つ
所

の
主
た
る
動
因
で
あ
る
。
故

に
交
通
現
象

の
研

究
は
交
通
襟
開
の
獲
達
及
び
現
駄
を
知
ら
参
し
て
は
到

底
完
全
な
る
こ
ど
を
得
な
い
。
交
通
機
關
論
な
る
も
の

が
、
交
通
論
の

一
部
門
を
構
成

し
、
其
研
究
が
他
の
二

部
門
た
る
交
通
事
業
論
、
交
通
政
策
論

の
基
礎
を
な
す

所
以
は
實
に
此
庭

に
在

る
の
で
あ
る
。
(九
.二
.
】
0
)

雑

録

米
国
勢
働
者
家
計
三
十
卑
間

「
.

＼

[


